
平成 31 年度 被災者⾒守り・相談⽀援事業に係る市町村⽀援業務 
岡⼭県くらし復興サポートセンター（社会福祉法⼈岡⼭県社会福祉協議会） 

 
 

1. 開 催 趣 旨 
平成 30 年 7 ⽉豪⾬による災害の発⽣から 1 年が経過し、県内の借上型仮設住宅⼊

居⼾数はピーク時の 3,144 ⼾（H30.11 ⽉末時点）から 2,400 ⼾（R1.7 ⽉末時点）
まで減り、被災時の居住地に戻られた世帯も増加しています。⼀⽅、仮設住宅からの転
居時期「未定」と回答した世帯は 41%（「住まいの再建に関する意向調査」R1.6 ⽉実
施）であり、災害公営住宅の整備状況等からも、住まいの再建⽅針・時期を決めかねて
いる世帯もいらっしゃいます。また、約 1,000 世帯は被災時の市町村外で⽣活されて
おり、そのうちの約半数の世帯は何らかの⽀援が必要な状況にあります。特に、借上型
仮設住宅⼊居世帯からの相談内容は、「健康・医療関係」が最も多く、次いで「居住関
係（再建）」となっており、この内容の相談件数は今年度に⼊り毎⽉増加しています。 

昨年度から、倉敷市と総社市は被災者⾒守り・相談⽀援事業実施センターを設置し、
世帯ごとに被災度合いや⽣活状況を把握し、「⽇常⽣活の⾃⽴性」「住まいの再建の実現
性」の観点から被災世帯の類型化を⾏い、必要に応じた⽀援活動に取り組んでいます。
特に、⼼⾝の健康への不安や⽣活のしづらさを抱えている世帯に対しては、現在の居住
地（⽣活の場）を拠点として⽀援を展開することが必要です。 

このような中、⽀援においては広範なニーズへの対応が求められ、①多様な担い⼿や
複数機関との連携・協働、②個と地域の⼀体的⽀援、③予防的・積極的な働きかけ、が
課題となっています。 

そこで、被災された⽅が、県内どこに住んでいても必要とする⽀援を受けることがで
きる体制整備を⽬的として、被災時の市町村外で⽣活する⽅々に対する居住地（⽣活の
場）を拠点とした⽀援のあり⽅とやり⽅を考えるためのセミナーを開催いたします。 

 

2. 参加対象者  社会福祉協議会・⾃治体⾏政・NPO・社会福祉法⼈の職員 等 

 

3. 開 催 ⽇ 時  令和元年 10 ⽉ 7 ⽇（⽉） 13:00〜17:00 

 
4. 開 催 場 所  国⺠宿舎サンロード吉備路 コンベンションホール 

（総社市三須 825-1  TEL.0866-90-0550） 
 

令和元年度 被災者⽣活⽀援従事者研修 
【総合的・包括的な相談・⽣活⽀援体制整備 促進セミナー】 開催要項 

いのち・尊厳・くらしを 共に 守るために 
 

発災後の住⺠の⽣活から⽀援のあり⽅とやり⽅を考える
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5. 内容・講師 

時間 内容（検討中）

13:00 はじめに 

 〈開会挨拶〉岡⼭県被災者⽣活⽀援室

13:10 【基調報告︓被災者⾒守り・相談⽀援事業の現況と課題】 
〈報告者〉岡⼭県くらし復興サポートセンター 所⻑ ⽊村真悟 
 

13:30 【報告︓被災者⾒守り・相談⽀援事業の実施状況・NPO 等の活動状況】 
 
〈報告者〉倉敷市被災者⾒守り⽀援室、倉敷市真備⽀え合いセンター 
〈報告者〉総社市保健福祉部福祉課、総社市復興⽀援センター 
〈報告者〉災害⽀援ネットワークおかやま（事務局︓特定⾮営利活動法⼈岡⼭ NPO センター）
〈コーディネーター〉コミュニティ・エンパワメント・オフィス FEEL Do 代表 桒原英⽂ ⽒
 

15:00 休憩 

15:10 【座談︓被災された⽅が抱える⽣活課題とは】 
訪問活動を通じておうかがいした「ご本⼈の想い・願い・求め」や「専⾨職が⽀援の
必要性を感じた課題」についてお話しいただきます。   
〈話し⼿〉倉敷市真備⽀え合いセンター 相談員 
〈話し⼿〉総社市復興⽀援センター ⽣活⽀援相談員 
〈聞き⼿〉岡⼭県くらし復興サポートセンター アドバイザー ⼭下弘彦 ⽒ 

（⽇野ボランティアネットワーク 事務局） 
 

16:00 【意⾒交換︓被災された⽅が抱える⽣活課題の解決に向けて】 
ケースを通して、ご本⼈のニーズを起点に⽀援を調整するとはどのようなことなの
か、調整のためには何が必要なのかを考えます。  
〈助⾔者〉コミュニティ・エンパワメント・オフィス FEEL Do 代表 桒原英⽂ ⽒ 

岡⼭県くらし復興サポートセンター アドバイザー ⼭下弘彦 ⽒ 
（⽇野ボランティアネットワーク 事務局） 

 
16:55 事務連絡 

17:00 終了 

 
6. 申込 

別紙参加申込書により FAX または E mail でお申し込みください。 9 ⽉ 30 ⽇（⽉）必着 

 
7. 主催・問い合わせ 

岡⼭県くらし復興サポートセンター（社会福祉法⼈ 岡⼭県社会福祉協議会） 担当︓椿原 
TEL︓086-226-2830 FAX︓086-225-6602  E-mail︓kurashi@fukushiokayama.or.jp 
岡⼭市北区南⽅ 2 丁⽬ 13-1 きらめきプラザ 3 階 社会福祉法⼈ 岡⼭県社会福祉協議会内 
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